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令和6年度

「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」最終報告会資料
睡眠時体温管理による睡眠課題の改善効果と
それに伴う更年期症状およびプレゼンティーズムの改善効果に関する研究

2025-02
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豊橋市の50代前後女性を対象に、

睡眠・セミナー・体温計測による、睡眠課題の改善並びに健康経営ソリューションの開発を企図

事業概要

とよはし
健康支援事業所

睡眠計測&
アンケート

体温計測
（1.5ヶ月）

セミナー
睡眠計測&
アンケート

• SMI, 3DSS, WHO-
HPQ等によるプレゼン
ティーイズムなどの質
問票

• PGV脳波計と睡眠AIに
よる睡眠計測

• SMI, 3DSS, WHO-
HPQ等によるプレゼン
ティーイズムなどの質
問票

• PGV脳波計と睡眠AIに
よる睡眠計測

• 八木朝子先生（久留米
大学准教授、日本睡眠
検査学会理事長、日本
睡眠学会理事）による、
女性の睡眠や体温に関
するセミナー

• TOPPANエッジの「わ
たしの温度」による継
続的な体温計測（オン
ライン専門家相談含
む）

プレゼンティーイズム、睡眠、更年期症状に関する前後比較

参加者

不眠に悩む45以上〜65歳
未満の女性25名
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不眠をはじめとした更年期症状は本人・企業の課題だが対策できていない

背景

更年期症状の可能性※1

49.3%

更年期症状による経済損失※3

1.9兆円
出所: 1: 厚生労働省.「更年期症状・障害に関する意識調査基本集計結果」.2022年7月

2:Femail Founders Fund.” Suffering in Silence: The Biases and Data Gaps of Menopause”.2020-10-26  
3: 経済産業省.「女性特有の健康課題による経済損失の試算と健康経営の必要性について」.2024年2月

しかし、
企業は更年期症状に関する
対策を実施できていない

企業・従業員にとってメリ
ットがある施策の開発を目
的に本取組みを実施

更年期症状における睡眠の悩み※2

71%
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更年期症状に伴う睡眠課題の改善には体温のケアが有用との研究を活用

先行研究

出所: Sex Hormones, Sleep, and Core Body Temperature in Older Postmenopausal Women
Woodward, S. & Freedman, R. R. The thermoregulatory effects of menopausal hot flashes on sleep. Sleep 17, 497–501 (1994)
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自宅でできる更年期症状に伴う不眠の改善方法を提案

目的等

現状では多くの企業が更年期症状に対する具体的な対策を十分に講じておらず、
対応が遅れているのが実態。本プロジェクトは、更年期症状の中でも特に多くの
女性が悩む寝つきの悪さや中途早期覚醒などの睡眠課題に焦点を当て、科学的な
アプローチをもとに、企業と従業員双方にとっての解決策を提案

豊橋市内の「とよはし健康宣言事業所」に勤務する女性を実証参加者としてリク
ルートし、専門家によるセミナーを通じて更年期症状と睡眠に関する基礎知識を
習得。あわせて、PGVが開発した自宅で利用できるパッチ式脳波計を用いた睡眠
計測や、同様に自宅で利用できるデバイスで体温管理しながら、睡眠の改善に向
けた行動を実施。そして、参加者の睡眠状態、体温の変化、就業意欲、そして更
年期症状の指標を評価。これにより、対象年代の女性が抱える睡眠課題やその改
善が働き方に及ぼす効果を検証し、自宅で利用できるデバイスを用いた、企業や
自治体でも導入可能なモデルケースを作成

参加者が自らの健康課題を認識し適切な改善行動を取ることを支援するだけでな
く、企業における更年期症状への対策の必要性を明らかにすることもまた目指し
ています。具体的には、女性従業員が抱える課題を解消することでウェルビーイ
ングが向上し、就業意欲の改善や生産性の向上、さらには職場全体の離職率の低
下が期待

取り組むべき課題

実証事業の内容

この事業で
貢献できること
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自宅で完結できる更年期の睡眠課題改善ソリューション

サービス・製品

八木朝子先生（久留米大学准教授、日本睡眠検
査学会理事長、日本睡眠学会理事）による、女
性の睡眠や体温に関するオンラインセミナー

TOPPANエッジ（株）様の
「わたしの温度」による
継続的な体温計測

女性の睡眠の

専門家によるセミナー

42gパッチ式脳波計

体温計測デバイス

リテラシー向上 睡眠の可視化

就寝時体温の可視化

正しい知識・ノウハウ獲得、可視化による現状把握により、
改善の動機付けと行動変容の実現を目指す

医療機器認証

（ClassⅡ）
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PGV、八木朝子先生（久留米大学）、豊橋市にて実施

実施体制

代表団体
PGV株式会社

久留米大学
八木朝子

協力団体
豊橋市

（実証先）

助言

協力団体
豊橋市企業

協力団体
豊橋市企業

協力団体
豊橋市企業

※豊橋市企業は複数

従業員 従業員 従業員
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検証のため、事前睡眠計測 → セミナー → 改善行動・体温計測 → 事後睡眠計測

実施項目とスケジュール

実施項目 2024年 2025年

大項目 小項目 note 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1. 倫理委員会

2. リクルーティング 2.1リクルーティング 豊橋市にて実施

3. 説明会・事前測定 3.1アンケート@説明会 専門家

3.2介入前の睡眠計測 アンケート

4. セミナー等 4.1 セミナー 脳波計で計測

4.2体温計測 わたしの温度

4.3改善行動の実施 アドバイスを踏ま
え実施

5. 事後測定 5.1介入後の睡眠計測 脳波計で計測

5.2アンケート成果測定 アンケート

6. 評価 統計解析等 統計解析等

PGV倫理委員会
の開催と承認
倫理委員会の
開催と承認

12/2@オンライン（録画あり）

11/27@豊橋
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ニーズ検証と効果検証のふたつにわけて設定

目標と結果

リクルーティング 成果測定

KPI

• 声掛け企業数: 174事業所
• 参加者数: 30名
• セミナー参加率: 90%

KPI

• 測定完遂率: 90%
• 体温が改善した参加者の割合: 35%
• 睡眠課題が改善した参加者の割合: 35%
• 働き方が改善した参加者の割合: 35%

※35%については、同様の先行研究等が確認できなかったため、
   海外の関連する研究をもとに参考値として設定
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概ね当初目標を達成。企業・従業員の高いモチベーションが確認された

成果: リクルーティング

声掛け事業所数

参加者数

セミナー参加率

測定完遂率
事業所・参加者向け

チラシ

174ヶ所（目標達成）
- 豊橋市様の尽力により達成

25名（目標比5名減）
- 倫理委員会開催に伴う実施スケジュール変更

を受け定員を削減したため
- 事実上の申込率100%

100%（目標達成）
- 当日オンライン視聴 + 後日録画視聴
※アンケート回答に基づき推定

100%（目標達成）
- 25名の測定実施を確認
- 但し、測定ミスにより、睡眠データは2名、
     体温データは1名が欠落
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睡眠中の体温下降率が増加した参加者の割合は59.1%

実施内容と成果: 体温が改善した者の割合（1/2）

睡眠中の体温は低下することが望ましいことから、

体温下降率を検証
 体温下降率 = （就寝開始時体温 - 最低体温） ÷ 就寝開始時体温 × 100%

体温下降率が増加した

参加者の割合

59.1% 
= （体温下降率が増加した者13名 ÷ データが揃っている者22名）

平均値
1.17% -> 1.24%に増加
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睡眠中の体温の下がり幅が大きくなった参加者の割合は68.2%

実施内容と成果: 体温が改善した者の割合(2/2)

睡眠中体温の最大値・最低値（最大体温変動）を検証
          最大体温変動 = 睡眠中の最高体温 – 睡眠中の最低体温

最大体温変動 が増加した

参加者の割合

68.2% 
= （体温下降率が増加した者15名 ÷ データが揃っている者22名）

平均値
0.93℃ -> 1.00%に増加
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睡眠効率が上昇した参加者は58.8%

実施内容と成果: 睡眠が改善した者の割合(1/3)

睡眠効率（SE）を検証

SEが上昇した者の割合

58.8% 
= （SEが増加した者10名 ÷ データが揃っている者17名）

平均値
90.1 -> 91.8に増加
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中途覚醒の回数が減少した参加者の割合は70.6%

実施内容と成果: 睡眠が改善した者の割合(2/3)

中途覚醒の回数（arousal times）を検証

同指標が減少した者の割合

70.6% 
= （arousal timesが減少した者12名 ÷ データが揃っている者17名）

平均値
12.3回 -> 10.3回に減少
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SMIの睡眠に関するスコアが減少した参加者は31.8%

実施内容と成果: 睡眠が改善した者の割合(3/3)

SMI（簡易更年期指標）のうち睡眠に関する設問を検証

同指標が減少した参加者の割合

31.8% 
= （同設問のスコアが減少した者7名 ÷ データが揃っている者22名）

平均値
5.29pt -> 5.00ptに減少
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WHO-HPQのスコアが上昇した参加者は概ね35%

実施内容と成果: 働き方が改善した者の割合

WHO-HPQ設問 スコアが上昇した参加者の割合

あなたの仕事において、0が誰でも達成できるような仕事ぶり、10が最
も優れた勤務者の仕事ぶりとしたとき、同僚等、あなたと似た仕事に
携わる他の社員の普段の仕事ぶりを、あなたはどのように評価します
か

45.5%
（=スコアが上昇した参加者数10名 ÷ 回答者総数22名）

あなたの仕事において、0が誰でも達成できるような仕事ぶり、10が最
も優れた勤務者の仕事ぶりとしたとき、過去 1-2 年のあなたの普段の
仕事ぶりを、あなたはどのように評価しますか。

31.8%
（=スコアが上昇した参加者数7名 ÷ 回答者総数22名）

あなたの仕事において、0が誰でも達成できるような仕事ぶり、10が最
も優れた勤務者の仕事ぶりとしたとき、過去 4 週間（28 日間）の間の
勤務日におけるあなたの総合的な仕事ぶりを、あなたはどのように評
価しますか。

36.4%
（=スコアが上昇した参加者数8名 ÷ 回答者総数22名）
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企業・当事者にとっての有用性を確認できた

全体成果と考察

■ペインの特定
− 定員充足率等が高く、企業・従業員のニーズ

が強く存在することを確認

■ソリューションの効果
− 体温、睡眠、更年期症状、働き方について、

それぞれ30%超の参加者で改善が見られた。

− 体温・睡眠・更年期症状に関するリテラシー
向上とそれをきっかけにケア意識を高める取
組みは、侵襲性が低く手軽に実践できるもの
であるが、一定の効果

− 更年期に伴う睡眠課題への対処方法が乏しい
状況において、本取組みは企業・従業員双方
にとって意義のあるものと考えられる

体温
60-70%
体温下降率: 59.1% 
最大体温変動: 68.2%

睡眠
58-70%
睡眠効率: 58.8%
中途覚醒: 70.6%

改善した
参加者の割合

SMIの
睡眠項目
（簡易更年期指数）

31.8%

働き方
（WHO-HPQ）

30-45%
設問1: 45.5%
設問2: 31.8%
設問3: 36.4%
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効果はあるが、サービスとして完成度高めることが課題

課題

− 一定の改善効果は確認できたものの、利
用者の満足度を踏まえると、サービスと
しての課題あり

− 具体的には、計測のための機器装着の手
間に由来すると思われるNPSの低さや、支
払可能額に合わせたプライシングが課題

− 今後、ハードウェアの改善や機器装着の
説明資料（動画・紙）などの改善に取り
組む

− その後将来的なスケールを目指す

改善効果

- 本取組みで確認できた

ユーザー満足度

- NPS: ▲40.9
- 支払可能額: 月1,200円
- 機器装着の煩わしさのコメント

スケール
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R&Dからサービス実装に受けた改善やアライアンスに取り組む

今後の事業活動について

以下を通じてNPSの向上を目指す
− 装着しやすいH/Wの改善

− 利用者にとって使いやすい説明資料等の充実

− より付加価値の高い機能・AIの実装（ex. 睡眠時脳波からの更年期症状の重症度判定AI

アライアンス構築
弊社のAI開発力・アカデミア連携の実績とシナジーがある事業者との連携を推進

− 更年期関連のサービスを展開される事業者との連携

− 睡眠関連のサービスを展開される事業者との連携
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